
この会も回を重ねて，今年度５回目となりました。

まず２学期の巡回相談実績として「巡回相談員８６回，専

門家チーム員６回」という派遣回数の報告をしました。１学

期は４１回，専門家チーム員５回でしたから，ずいぶん増加

しています。ちなみに昨年度は９月～３月で１３回でしたか

ら，段違いの派遣回数です。サポート事業が広く知られるよ

うになった結果であると同時に，困っている子どもたちがた

くさんいるということなのだろうと思います。

３学期に入ってからは，来年度から特別支援教育制度に転

換していくことに伴って，校内研修の依頼が増えています。

また，年度の終わりにあたり，担当が変わってもスムーズに支援が続けられるよう，引き継ぎ

についての協議もしました。

グループに分かれての協議では，〇どこまでやったら終わりかが曖昧で，ゴールが見えなくな

ってしまうケースがある。

〇養護学校に知的な遅れが軽度の子どもが増えてくると，高

等学校と同じような生徒指導上の問題が出てくる。

。〇巡回相談員が校務分掌に位置付いていると支援に出やすい

〇依頼先の学校の体制を作るための支援をどうしたらよいだ

ろうか？

〇個への指導と集団への指導の両輪で考えていく必要性を痛

切に感じている。

〇各校，いろいろな立場の者がコーディネーターをしている

が，校内支援と校外支援の兼ね合いをどうしていけばよいか…など，多くの話題が出ました。

それらに対して答えはすぐには見つからないのですが，専門家チーム員の先生方から貴重なアド

バイスをいただきながら話し合いを深めることができました。

あなたの身近に｢気になる子｣はいますか それはどんな子どもですか？?
「気になる子」は決して問題児ではありません。理解と支援を必要と

している子どもに過ぎないのです。

この本は、子どもたちの発達を応援する の大変分かりや田中康雄先生

。 、 。すい本です 気になる子どもたちをどう理解し 支援したらよいのか…

軽度発達障害の基礎理解や本人・保護者のサポート、リソース・システ

ムやネットワークづくり等、特別支援教育の体制づくりに

役立ちます。 園だけでなく、小学校等でも活用できる本で

す。ぜひご一読ください。

わかってほしい！気になる子
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